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啓北中５０周年 新しい伝統を創る１年の始まり
校長 東藤 義文

令和７年度の啓北中学校が始動しました。始まりはいつも新鮮ですがすがしいものです。今年は啓北中開
校５０周年。記念の年にちなんで、下記のスローガンを掲げました。

特に体育祭・啓北祭などの行事では地域を取り込んだり歴史を振り返ったり、関東への修学旅行や記念
のポロシャツ作成など、特別な１年になるような工夫を企画しています。

２・３年生に向けた始業式。目標達成に向けて、大切にしたい二つの視点を話しました。
一つは、これまで築き上げた啓北中の良き伝統を次へつなぐことや、そのために学級の、学年の、そして学

年を越えた全校の心をつなぐこと。
もう一つは、様々な活動を通して、積極的に自分を表現することで自分の可能性を広げ、前に進むこと。
「薩摩の教え」（人を評価する時の「挑戦」を物さしとした５つの順序）に倣って、将来に向かって挑戦し、嫌なことや
苦しいことにも立ち向かい、やり切る皆さんの姿がたくさん見られる一年になることを願ってやみません。

新入生を温かく迎えた入学式。少し大きめな新制服を身にまとい、学習に、友達との新しい出会いや行事
に、部活動に、たくさんの期待と希望を抱えた姿は輝いていました。

入学式は皆さんにとって、未来の可能性への第一歩です。３年後、啓北中のシンボル「とちの木」
のように無限の緑をたたえ、揺るぎない大木に育つことを願って、インド独立の父、マハトマ・ガンジ
ーの、６行からなる教えのうちの２行を話しました。

頑張ろう、やろう、元気を出そうとする発言は前向きな自分や仲間との強い結びつきを作ります。挨拶や時
間、約束を守るなどの良い習慣を身につけることが、よりよい性格や人柄を作ります。中学生だからこそ、人と
しての土台となる基礎・基本を地道に丁寧にやって、自分で自分をコントロールし、信頼される人を目指して
ほしいです。

ぜひ、開校５０周年、全校一丸となって記憶に残る１年にしましょう。

地域・保護者の皆様には、今年度も本校生徒の成長を温かく見守っていただき、これまで同様のご支援を
いただければ幸いです。よろしくお願いいたします。

※令和７年度の学校経営グランドデザインを学校ＨＰに掲載しておりますので、ご一読ください。また、学校ＨＰ
には、学校生活における「生徒の活躍の姿」を随時お伝えしておりますので、多くの皆様にご覧いただき、ご感
想などをお寄せいただければ、私たち教職員の励みになります。

令和７年 ４月３０日発行

啓北だより啓北だより
啓北中５０年の底力：つなぎ、広げ、前へ

一つ、何かに挑戦し成功した者

二つ、何かに挑戦し失敗した者

三つ、自ら挑戦しなかったが挑戦した人の手助けをした者

四つ、何もしなかった者

五つ、何もせず批判だけしている者

「言葉が変われば 行動も変わる」

「習慣が変われば 人格も変わる」



暖かな春の日差しの中、啓北中の新しいブレザータイプの制服を身にまとった新入生が、４月７日（月）に
入学しました。開校５０周年という節目の年に入学した１年生の皆さんには、小学校６年間で培ってきたリーダ
ーシップを発揮したり、一人ひとりの持ち味を伸ばしたりするなどして、学習や生活、部活動等に『挑
戦』し、無限の可能性を発揮してほしいです。中学校での活躍に期待しています。

令和７年度PTA・部活動後援会議案書の書面総会結果 部活動 顧 問 副顧問

220世帯中 117世帯から回答 （回答率53％）
野 球 天谷 亮太 桑原 拓也

①ＰＴＡ活動内容・予算・役員 承認（99％）

②部活動育成会 承認（99％） 男子テニス 増子 智彦 佐藤 繁隆

PTA本部役員 女子テニス 大友 咲子 河島 九五

会 長 白幡 典子(3-1) 女子
旭 悠志 戎谷 義明

副会長 野川 亜矢(3-1) 五十嵐加代(3-1) バスケット

〃 森 梢(2-2) 安田彩矢香(2-1)
男子卓球

坂本 晴哉
木末 携志

〃 和田 礼奈(1-2) ― 高岡洸太（部活動指導員）

会 計 武田 雪枝(2-2) ―
剣 道 松原 昌平 笠井 広大

監 査 副島 葉(1-2) 本多 恵子(1-1)
校 長 東藤 義文

吹奏楽 長田 頼子 鶴岡 有貴
教 頭 中島 圭介

事務局長 戎谷 義明
美 術 垣副 澄絵 清水 達也

会 計 坂本 晴哉

◎保護者の皆様には、各行事ご
家庭科 嵯峨紗邪華

榎本菜津美

とにサポーターとしてのお声がけをさせていただ 大平 賢治

きます。ぜひ、積極的なご協力をお願い致します。 ◎啓北中部活動基本方針に基づき運営します


